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1)   甲斐田大輔．細胞の正常な機能を維持する mRNA スプライシングチェックポイント機構．第 3 回バイオシグナル研
究会；2017 Mar 8；神戸．（招待講演） 
2)  甲斐田大輔．細胞の正常な機能を維持する mRNA スプライシングチェックポイント機構．富山 RNA ワークショッ
プ；2017 Mar 13；富山．（招待講演） 
3)  佐藤崇之，古賀光徳，甲斐田大輔．スプライシング阻害は Aurora A の発現低下を介して M 期停止を引き起こす．第
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引き起こす．第 76 回日本癌学会学術総会；2017 Sep 28-30；横浜． 
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ティアミーティング 2017；2017 Nov 8-10；京都． 
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